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研究成果の概要（和文）： 
1 年目の 2010 年度は、国語科教育学や演劇学など諸学問を精査してコミュニケーション能力

を定義付け、諸学問の精査と諸外国のコミュニケーション教育の知見を生かして、コミュニケ

ーション能力育成の目標設定を行った。2 年目の 2011 年度は、国語科教育や演劇教育などで行

われてきた演劇的方法によるコミュニケーション育成の方法を探求してきた。3 年目の 2012
年度は、ここまでの研究成果を生かし学会でのラウンドテーブルや論文などで成果を発表した。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
We scrutinized the result of various learning, investigated the result of the 
communication education of foreign countries, and performed goal setting of 
communications-skills training in 2010.  
We have searched for the method of communication training by the dramatic method 
performed in Japanese education, theater education, etc. in 2011.  
We announced the result for the result of research so far in a roundtable, a paper, 
etc. in the society in 2012.  
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１．研究開始当初の背景 
中教審答申で子どもの「コミュニケーショ
ン」の課題が提起されながら、国語科学習指
導要領では「コミュニケーション」ではなく
他の用語が使われていること（１）、「コミュ
ニケーション」能力を育てる指導事項が明示

されず（２）、そのため「話すこと聞くこと」
（特に「話し合い」）の学習を「コミュニケ
ーション学習」と同一視してきた従来の傾向
が続いてしまう可能性があること（３）、「コ
ミュニケーション」に必然的に伴う「身体的
／非言語的な要素」の指導が、一部の指導事
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項にのみ表れ（小学校中学年の指導事項にの
み表れる）系統的ではないこと（４）、など
から考えて、平成２３年から実施される新学
習指導要領のもとで行われる小学校国語科
では、子どもたちのコミュニケーション能力
を育成することが困難である可能性が高い。 
一方、コミュニケーション能力育成を目指し
た、言語と非言語（身体）を伴う教育方法（演
劇的方法）は、ロールプレーイング／ソーシ
ャルスキルトレーニング／アサーショント
ーレニング／ドラマシアターなど、多様なも
のが存在し、実際に小学校現場でも取り入れ
られている。しかし、これらの演劇的な教育
方法には学校の教育計画の中でいわばスポ
ット的に行われ連続性や系統性に乏しく
（５）、国語科で行われているコミュニケー
ション能力育成と関連しておらず（６）、多
くの場合外部の講師か一部の教員だけが行
うので日常化した実践を行えない（７）ため、
これらの方法による子どもたちのコミュニ
ケーション能力の恒常的な育成も困難であ
ると言わざるを得ない。 
 
２．研究の目的 
本研究「コミュニケーション能力育成のため
の演劇的方法を用いたカリキュラムの開発
研究」は、児童のコミュニケーション能力育
成のために、演劇的方法を用いた小学校国語
科カリキュラム開発を行い、その一部を実際
に試行し、評価することを目標とする。 
そのために、コミュニケーション能力を、言
語と非言語（身体）一体のものとして国語科
の文脈で定義付けし、その育成の目標を国語
科の中に設定し、国語科教育や演劇教育など
で行われてきた演劇的方法によるコミュニ
ケーション育成の方法を精査して整理し、そ
の上で目標と方法を系統化したカリキュラ
ムを開発して、その一部を試行して評価し修
正して精度の高いカリキュラムを作成する
ことを目指す。 
 
３．研究の方法 
平成２２年度は、国語科教育学や演劇学など
諸学問を精査してコミュニケーション能力
を定義付けること、諸学問の精査と諸外国の
コミュニケーション教育の知見を生かして、
コミュニケーション能力育成の目標設定を
行うこと、国語科教育や演劇教育などで行わ
れてきた演劇的方法によるコミュニケーシ
ョン育成の方法を精査して整理すること、平
成２３年度以後は、目標と方法を系統化した
カリキュラムを開発し、その一部を試行して
評価し修正して精度の高いカリキュラムを
作成する。具体的には次のことを行う。 
A．コミュニケーション能力を言語と非言語
（身体）一体のものとして国語科の文脈で定
義付ける 

国語科教育学、言語学、心理学、社会学、コ
ミュニケーション学、演劇学など、人文社会
科学のコミュニケーション能力についての
研究を精査し、言語と非言語（身体）一体の
ものとしてコミュニケーションをとらえた
上で、国語科教育として生かすことができる
知見を整理する。 
 
B．コミュニケーション能力育成の目標を国
語科の中に設定すること 
A で得た知見を生かし、諸外国におけるコミ
ュニケーション教育の知見も生かしつつ、新
学習指導要領において示された国語科指導
事項と関連づけながら、コミュニケーション
能力育成の目標を設定する。 
 
C．国語科教育や演劇教育などで行われてき
た演劇的方法によるコミュニケーション育
成の方法を 
  精査して整理すること 
コミュニケーション能力を言語と非言語（身
体）とを一体のものとしてとらえたとき、そ
の育成には演劇的な方法が欠かせない。そこ
で、コミュニケーション能力の育成に関わる
古今東西の演劇的な方法を、国語科教育の授
業実践や演劇教育の実践、さらに、心理学や
コミュニケーション学の実践から、精査して
その効果を評価し整理する。 
 
D．コミュニケーション能力育成の目標と方
法を系統化したカリキュラムを開発するこ
と 
B と C で得た、コミュニケーション能力育成
の目標と方法を系統化し、国語科他領域と関
連づけながら発達段階をふまえた上で、国語
科教育のカリキュラムとして、開発する。 
 
E．カリキュラムの一部を試行して評価し修
正して精度の高いカリキュラムを作成する
こと 
 開発したカリキュラムを小学校現場の教
員に示してフィードバックを得ながら修正
し、また、カリキュラムの一部を研究代表者
や分担者、協力教員によって実践し、その結
果を得て修正を行う。 
 
 
４．研究成果 
本科研で合意した点は以下のことである。 
Ａ コミュニケーションとは何か 
・シンボルを創造し、そのシンボルを介して
意味を共有するプロセス 
Ｂ コミュニケーション能力とは何か 
・シンボルを創造し、そのシンボルを介して
意味を共有する力（能力） 
Ｃ コミュニケーション力（能力）の内実 
（１）コミュニティーに参加する力 



（２）コミュニティーや他者、自己と信頼（ラ
ポール）を結ぶ力（意欲（勇気）／知識／ス
キル／コンピテンシー・・・以下同じ） 
（３）＜よくわかっている～よくわからない
＞他者や自己とかかわる力 
（４）他者や場、コミュニティー、自己のよ
うすが想像できる力 
（５）（コミュニケーション）観の保持とそ
のメタ認知ができる力 
（６）自分のコミュニケーション観を変える
ことができる可塑性 
（７）自分のコミュニケーションスタイル
(バーバル、ノンバーバル、プレゼンスなど)
などのメタ認知と他者の認知の認知ができ
る力 
（８）自分のコミュニケーションスタイルを
変えることができる可塑性  
Ｄ 演劇的方法の一番の力は、異化作用であ
ること 
（９）ブレヒト的な意味であり、今まで当た
り前に見えていたこと思っていたことを、未
知のものに変えていく効果（作用） 
これらの合意に基づき、国語科教育において、
カリキュラム試案の作成を試みた。 
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